
計画推進体制

　本計画で掲げた数値目標（KPI）等の進捗状況につい
て、観光に携わる各種団体や庁内関係各課が連携を密
にしたネットワーク（愛荘町観光物産振興推進会議）に
より、ロードマップ等を用いて、毎年度、確認・検証を図
ります。
　その際、計画の進捗状況を分かりやすく示すため、必
要に応じて意識調査の実施や評価体制の見直しを行い
ます。

※2023年の実績値を測定した観光意識調査の時期と、本町の消費喚起施策として実施したPayPay25％還元
キャンペーンの時期が重なっていたため、実績値が大幅に上振れした。

※2023年の実績値を測定した観光意識調査の時期と、本町の消費喚起施策として実施したPayPay25％還元
キャンペーンの時期が重なっていたため、実績値が大幅に上振れした。

観光振興における数値目標（KPI）
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■ 観光入込客数（延べ） ■ 観光消費額

■ 愛荘町観光客1人あたりの町内消費額 ■ 住民が「観光地として愛荘町に魅力を感じる」割合
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るーぶる愛知川 宇曽川ダム眺望 びん細工手まり 金剛輪寺

愛知川祇園納涼祭
花火大会

まちの魅力を知って、見て、味わう
～愛荘町一丸となった観光まちづくり～

個人旅行客（町民の町内観光を含める） 2025年度（令和7年度）～
2029年度（令和11年度）までの5年間基本方針 メインターゲット 計画期間

国宝や
伝統的工芸品などの

歴史・伝統工芸・
伝統産業

利便性の高い

湖東三山スマート
インターチェンジ

やまいもや
お米に代表される

農産物・食文化

愛荘を“味わう”基本方
針の柱

3
主要施策 景色・四季を味わう
施策の方向性 ・まちの風物詩の検討

・自然を味わえるスポットの創出・発信

　本町の景色・四季を感じることができ、町内全体で一丸となれる町の新たな風物詩を検討します。また、
自然を味わえる観光スポットの創出・発信を支援することで、本町が持つ風景の魅力の新発見・再発見に
つなげます。

主要施策 名物・物産を味わう
施策の方向性 ・まちの農作物等を活かした新たな特産品の開発

・かまどを軸とした観光戦略の実施

　まちの農作物等を活かした新たな特産品の開発を支援することで、名物・物産の充実に努めます。また、かまど
を軸とした観光戦略を実施することで、本町の持つ歴史や文化を観光客誘致につなげます。

主要施策 体験型コンテンツを味わう
施策の方向性 ・農業や自然を活かした体験型コンテンツの実施

・伝統的な文化・工芸・産業体験のさらなる推進

　本町の自然や伝統的な文化・工芸・産業を活かした体験型コンテンツを充実させることで、本町
のファンを増やし、観光客のリピートにつなげます。また、町内外の「愛荘町のファン」を増やすこ
とにより、これまで本町内で培われてきた歴史や文化の継承にもつなげます。

基本方
針の柱

1
主要施策 町民がまちの魅力を知る
施策の方向性 ・町民への町内観光資源の認知度向上

・町民が楽しむ観光・物産イベントの企画

　町民に本町の魅力を認知・再発見してもらうことで、町民の本町に対する愛着や誇りの醸成へと
つなげます。また、町民が町内で休日を楽しむための観光・物産イベントを企画するなど、「町民が観
光地として愛荘町に魅力を感じられる」施策を推進します。

主要施策 観光客が愛荘町を知る
施策の方向性 ・まちを光らせる観光・物産施策の展開

・効果的な広報PR活動の実施

　町外の観光客が本町を認知できるよう、本町を光らせるオリジナルの観光・物産施策を展開します。
また、町全体で協力した情報発信やメディアとの積極的な連携などを行い、効果的な広報PR活動を
実施します。

愛荘を“知る”

宇曽川渓谷に代表される
東部エリアの

自然景観
01 02 03 04

住民・企業・関係団体・行政が
一丸となった

町内の一体感
05

　中山道エリアでは、鉄道利用者の玄関
口である「近江鉄道・愛知川駅」を軸とし
た観光・物産施策を展開します。また、
「中山道愛知川宿街道交流館（愛知川ふ
れあい本陣）」を中山道エリアの観光の
拠点と捉え、本施設を中心として「未来
の中山道」づくりを推進します。

愛荘を“見る”基本方
針の柱

2
主要施策

施策の方向性

　東部エリアの魅力である自然や歴史を最大限に活かせ る環境整備を目指します。また、「湖東三山
館あいしょう」を東部エリアの観光の拠点と捉えたうえ で、本施設を起点とした町内周遊ができる
仕組みを構築します。

主要施策 中山道エリアを見る
施策の方向性

愛荘町イメージキャラクター
「あしょうさん」

豊満神社
（絵馬・御守り）

愛荘町における観光の強み 愛荘町における観光の課題
①団体旅行客などを受け入れするための
　ハード整備ができていない
②町民が町の観光資源を知らない
③町外の観光客からの認知度が低い
④東部エリアの観光資源の活用が不十分
⑤中山道に観光コンテンツが少ない
⑥愛荘町をイメージできる物産やイベントが少ない

東部エリアを見る
・自然や歴史の魅力を最 大限に活かせる環境整備
・湖東三山館あいしょう を軸としたまちの魅力発信

・愛知川駅を軸とした観 光・物産施策の展開
・中山道愛知川宿街道交 流館（愛知川ふれあい本陣）を
  中心とした 「未来の中 山道」づくりの推進

中山道


